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第３次徳島県環境基本計画（素案）の概要

１ 計画改定の趣旨

徳島県環境基本計画は、「徳島県環境基本条例」第１０条に基づく、本県の環境に

関する将来像を示し、その実現に向けた基本的な目標や方策を明らかにするもの。

平成２５年１２月に策定した第２次徳島県環境基本計画（計画期間：平成２６年度

から平成３０年度）が最終年度となることから、国内外での環境情勢の変化に的確に

対応し、新たな課題への取組みをより充実させるため改定する。

２ 計画期間

２０１９（平成３１)年度から２０２３年度の５年間

３ 計画の特徴（新たな視点）

○ 基本コンセプト

「脱炭素社会を徳島から実現！」
ＳＤＧｓの考え方を取り入れ、温室効果ガスの排出量と吸収量のバランスがとれ、

豊かな県民生活及び経済の持続的な成長を実現できる社会を目指して、取組みを

推進。

○ ４つの重点戦略

① 気候変動に適応した持続可能な社会づくり

気候変動の影響による被害を回避・軽減、また影響のプラス面を活用。

② 環境に配慮したエシカルなくらしづくり

プラスチックごみや食品ロスの削減推進など、地域社会におけるエシカル消費を推進。

③ 自然・水素エネルギーを活用した脱炭素型のまちづくり

地域資源を活かした自然エネルギー・究極のクリーンエネルギー水素の最大限導入。

④ 生物多様性が保全・継承されたふるさとづくり

本県の豊かな生物多様性を保全し、コンパクトな循環型社会を形成。

４ 今後の予定

２０１９年３月 パブリックコメント実施

５月 環境審議会環境政策部会にて修正（案）をとりまとめ

６月 定例会総務委員会（事前）にて（最終案）を報告

７月 環境審議会 答申

７月 次期「環境基本計画」策定

健全で豊かな環境を守り、育み、魅力を発信！

「住んでみたい・ずっと住み続けたい徳島」へ



第３次環境基本計画（素案）の施策体系

・ 気候変動に適応した防災・減災力の向上

・ 気候変動に適応した農林水産業の振興

・ 気候変動に適応した産業経済活動及び県民生活の安定

・ 環境に配慮したエシカル消費の推進

・ 環境教育・環境学習の充実

・ 環境に配慮した持続可能な事業活動の推進

・ 新次元の温室効果ガス削減

・ 自然・水素エネルギー導入の推進

・ 自然・水素エネルギー関連産業の創出と振興

・ 水資源、大気環境、土壌環境・地盤環境の保全

・ 騒音・振動・悪臭、化学物質による環境汚染の防止

・ 資源の循環利用

・ 平時と災害時に対応した廃棄物処理対策

・ 多様な自然環境の保全とふれあいの創造

・ 癒しの郷とくしまの創造

・ 生物多様性のゆりかごとくしまの創造

・ 県民による自主的な環境保全行動の促進

・ 広域的な環境保全対策

・ 開発における環境配慮の実施

・ 環境保全に関する調査研究及び情報発信の充実

癒しの郷とくしま

みんなでつくる環境首都

６つの柱 ２０の分野

気候変動適応とくしま

エシカルで環境対策

地域に根ざす
自然・水素エネルギー

好循環社会とくしま

主要取組


